
症例 32 鰊42,歳  女

鍮高血圧のため,近医 を受診。心電図異常 を指摘 された。
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1)QRS波が幅広 く, V・からV3に かけて結節iがみられるがノ己ヽ電図言参断は…….
2)下段の 3才白目はQRS幅が狭 く, 糸吉節 も認めら才■ないがどうj与 えればよいか。
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症例32 完 全 右 脚 プ ロ ッ ク 十左 脚 前 枝 プ ロ ッ ク (2枝 ブ ロ ッ ク )
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QRS噺冨は 0.121少 とんなく, I, aVL, ら`, V61こ
幅広い S波 を認める。V.の QRS波は rR′ パ タン
で典型的な RSR′ パ タンではないが,完全右脚
ブロックである.ま た電気軸は -74° の左軸偏位

を示 し,左脚前枝ブロックを合併 しているもの
と考 えられる .

下段では 2オ白目のフ己ヽ才白は他 と波升多が同 じ=ひ先イ予

R― R間隔が短 く, よくみれば平坦な P波 をイ半っ
ている。つまりこの心拍は心房′1生期外収縮であ

り, 3拍 目の先行 RR間 隔が長いのは,心房性
期外収縮後の休止期にあたっているか らである。

3拍 目の心拍は他の心拍 と波形が異なっている
が,結節 (右脚ブロックパ タン)がな くな り,

QRS幅 も狭 くなって波形 としては正常化 して
いる。この心拍で QRS波 が正常化 したのは ,
右脚ブロックが rate dependentで あった と考え

れば理解 しやすい .すなわち先行 R― R間隔が短
い心拍では右脚が不応期から脱 しないため,右
脚ブロックパ タンをとるが, 先行 R― R間隔が長
くなった 3拍 目では右脚が不応期か ら脱 し,正
常パ タンとなったもの と考 えられる。脚ブロッ

ク (と くに右脚プロック)ではこのような rate
dependent現象は ときどきみられ,運動負荷な
どで心拍数が上昇 した ときに脚ブロックパ タン

が出現する .


